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１．事業概要
（１）事業目的

一般国道19号瑞浪恵那道路は、岐阜県瑞浪市土岐町から恵那市長島町に至る延長１２．５kmの道路です。
本道路は、一般国道19号の交通の安全性と物流の安定性を確保することで、沿線地域における生活・産業活動を支援

するとともに、速達性・定時性の確保等により、リニア中央新幹線の開業を見据えた広域観光連携、円滑で効率的な企
業活動、新たな企業立地の進展等による民間投資の促進や新たな雇用の創出等を支援することを目的として整備を進め
ています。

瑞 浪 恵 那 道 路 の 全 体 位 置 図

みずなみ え な え な おさしまちょう

岐阜県

一般国道１９号
瑞浪恵那道路

みずなみ と き ちょう
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５月初旬差し替え予定

中央自動車道

一般国道19号
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至 恵那市

起点付近（瑞浪市土岐町）の状況
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■瑞浪恵那道路の瑞浪～恵那武並は、平成２７年度に事業化し、事業を推進しています。

■瑞浪恵那道路の恵那工区は、平成３０年度に事業化し、事業を推進しています。

事業名
一般国道１９号
瑞浪恵那道路

（瑞浪～恵那武並）

一般国道１９号
瑞浪恵那道路
（恵那工区）

道路規格 第３種第２級 第３種第２級

設計速度 ６０km/h ６０km/h

車線数 ４車線 ４車線

都市計画
決定

平成２６年度 平成２６年度

事業化 平成２７年度 平成３０年度

計画
交通量

１９，９００台/日 ２２，３００台/日

用地
着手年度

平成２８年度 令和２年度

工事
着手年度

平成２９年度 令和３年度

延長 ８．２km ４．３km

前回の
再評価

令和元年度
（指摘事項なし：継続）

全体
事業費

３１１億円
（６６億円増）

２３８億円
（６８億円増）

１．事業概要
（２）計画概要

標準断面図 単位：ｍ

土工部 橋梁部

みずなみ え な みずなみ え な たけなみ
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－ ２ －
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【出典】全国道路・街路交通情勢調査（R3）
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２．評価の視点
（１）事業の必要性等に関する視点

①交通渋滞の緩和・交通安全の確保

○瑞浪恵那道路周辺の交通状況

■瑞浪市と恵那市を結ぶ一般国道１９号には、沿線に立地する工業団地や周辺企業の物流交通、生活交通等が集中することに

加え、主要渋滞箇所（釜戸町交差点）が存在するなど、渋滞や交通混雑が発生しています。

■当該区間は、東濃地域の主要都市間を連絡する一般国道１９号のうち唯一の２車線区間であり、追突事故や正面衝突などの
重大な事故も多く発生しています。

■瑞浪恵那道路の整備により、広域交通がバイパスに転換されることで、一般国道19号の混雑度低減や事故減少など、交通の
円滑性・安全性の向上が期待されます。

○一般国道19号の交通量・混雑度

－ ３ －

※国道19号（鶴城～槙ヶ根）の加重平均値

現況 全線整備後
【出典】全国道路・街路情勢調査（R3）

交通量推計結果（H27ベース：将来[R22]）

交通量が
約６割減少

（百台/日）

交
通
量

混
雑
度

【出典】交通事故統合データ[R1～R4]((公財)交通事故総合分析センター)
※R1～R4の平均件数、鶴城～槙ヶ根の合計値

交通量推計結果（H27ベース：将来[R22]）

（件/年）

国道１９号現道で発生した交通事故

2024.3 撮影
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とう のう

現況 全線整備後
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追突・正面衝突が９割以上と多い

向
流

＜平日＞

混雑時・
非混雑時の

旅行速度差が
大きい

○一般国道19号の渋滞状況（旅行速度差）

50%

79%

4%

11%

46%

9%

【出典】交通事故統合データ[R1～R4]((公財)交通事故総合分析センター)

国道19号
（鶴城～槙ヶ根）

岐阜県

追突 正面衝突その他
※下り方向：鶴城交差点→釜戸町交差点

非混雑時 混雑時

５０
km/h

２９km/h
低下

２１
km/h

【出典】ETC2.0プローブデータ（R5.10月）
[平日] 非混雑時：9時台、混雑時：7時台
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■一般国道１９号沿線では、リニア中央新幹線開業を見据え、新たな工業団地（恵那西工業団地）が整備されています。

■瑞浪恵那道路の整備による定時性確保等により、円滑で効率的な企業活動の支援、企業立地や雇用促進が期待されます。

（１）事業の必要性等に関する視点
②沿線地域の産業支援

２．評価の視点

○一般国道１９号沿線（瑞浪恵那道路周辺）の企業の進出状況

恵那市
瑞浪市

【凡例】
（百億円） H27年度事業化

[瑞浪～恵那武並]

H30年度事業化
[恵那工区]

H30年12月
自動車関連の

大手メーカーが進出
⇒製造品出荷額等が

大幅に増加！

・敷地：約65ヘクタール
・立地企業数：14社
・従業員数：1 ,648人
・進捗：全17区画が完成し操業中

・敷地：約16ヘクタール
・区画数：3区画

［立地企業の概要］
・鉄道車両用電機品企業 １社
・自動車部品企業 5社
・その他企業 8社

［分譲面積］

・A区画 約43,500㎡

⇒募集中(R6年3月分譲開始）

・B区画 約35,000㎡

⇒R6年度稼働予定

・C区画 約42,100㎡

⇒R7年度稼働予定

物流円滑化により
企業活動を支援

恵那テクノパーク

恵那西工業団地

【出典】恵那市

Ｃ区画

Ｂ区画

Ａ区画

恵那西工業団地

○地域の声（恵那市役所）

恵那市役所

・瑞浪恵那道路整備により、恵那ICまでのアクセスの利便性
が向上することで、企業活動が活性化し、移住者の増加や
地域経済の発展に期待できます。

・名古屋市方面からの通勤者の増加により、より多くの労働
者の確保にも期待できます。

【出典】恵那市役所ヒアリング結果（R6.1月）

○瑞浪恵那道路沿線地域の工業団地

【出典】国土交通省 国土地理院 航空写真

恵那テクノパーク

R5年12月に新規工業団地の
工事が完了し順次、分譲・引き渡し
⇒ 民間投資・雇用創出

－ ４ －

H28年度以降、増加傾向

【出典】工業統計、経済センサス、経済構造実態調査
※集計対象：[H24～R2] 従業者４人以上の事業所 [R3] 全事業所

○瑞浪市・恵那市の製造品出荷額等の推移
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(R5年12月造成工事完成）
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【瑞浪恵那道路整備後】
高速ICアクセスが向上
19号・中央道通行止め時の代替ルートとして機能

⇒ 恵那テクノパーク・恵那西工業団地をはじめ
地域の物流交通を支援

瑞浪市

土岐市

恵那市

【凡例】
瑞浪恵那道路（事業中）

一般国道
中央自動車道

ＪＲ中央線
県道

リニア新幹線
主な製造業集積地

土岐IC
瑞浪IC

恵那IC

五斗蒔SIC

自動車、化学工業品
関連企業等

食品、化粧品関連企業等

自動車、半導体・
運送関連企業等

自動車、電力・電気
関連企業等

ごとまき

自動車関連の大手メーカー



（１）事業の必要性等に関する視点
③災害に強い道路機能の確保

２．評価の視点

■当該地域は、狭隘な地形の中で中央自動車道や国道19号が土砂災害の警戒区域に指定され、土砂災害等による通行止めが発生しており、地

域交通が寸断されるリスクが高い地域です。

■大規模災害による中央自動車道の通行止め発生時に、瑞浪恵那道路を代替輸送経路として活用することでリダンダンシーが向上し、災害時に

おいても迂回可能な信頼性の高い道路ネットワークを構築します。

■防災面・交通安全面に課題があり、通行止めリスクが高い国道１９号についても、通行止め時の代替ルートとして安全な交通を確保します。

－ ５ －

○狭隘な地形と国道19号沿線の土砂災害危険性・交通事故発生箇所

土岐川

中央自動車道

国道19号 瑞浪恵那
道路

JR中央線

中央自動車道や国道
19号の被災時には、
代替ルートとして活躍

交通事故による
規制も多発

中央自動車道と国道
19号は近接しており、
被災のリスクも存在

○災害発生時の代替ルート確保（A-A断面） ○中央道・国道19号の通行止め状況

指標
中央自動車道

[瑞浪IC～恵那IC]
国道19号

[鶴城～槙ヶ根]

車線数 ４車線 ２車線

通行止め回数 ８回 ３５回

災害 ４回 １回

事故 ４回 ２６回

その他 ０回 ８回

通行止め時間 約６２時間 約６３時間 ※

【出典】通行止め実績（R2年度～R5年度） ※異常値は集計から除外
中央道 [瑞浪IC～恵那IC] ：NEXCO より受領
国道19号 [鶴城～槙ヶ根] ：多治見砂防国道事務所

国道19号土砂流出の状況（R2年7月）

狭隘な地形に中央道・国道19号・県道が集中

中
央
道
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道
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釜戸駅

至 長野①
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出典：国土交通省 国土地理院

至

長
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凡例
瑞浪恵那道路（事業中） 土砂災害特別警戒区域

一般国道 土砂災害警戒区域

中央自動車道 地すべり

県道 土砂流出発生箇所 ※長時間通行止め発生時

ＪＲ中央線 交通事故（死亡事故） ※R2～R5通行止め発生時

リニア中央新幹線 交通事故（衝突事故） ※R2～R5通行止め発生時

え な

恵那テクノパーク

一般国道19号 瑞浪恵那道路 延長12.5km

中央自動車道
土砂流出事故

「34時間通行止め」
（H29年8月）
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鶴
城
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流
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折 槙
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島
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だ
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ょ
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な
か
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お
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ま
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こ
う
な
が
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た
け
お
り ま

き
が
ね

①

瑞浪恵那道路が
代替輸送経路として
機能することが期待

周辺には、土砂災害警戒区域や
地すべり箇所が点在・近接し、
中央自動車道や国道19号の
土砂災害の警戒リスクが高い
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国道19号
土砂流出

「全面通行止め」
（R2年7～8月）

出典：国土交通省 国土地理院



３．事業の進捗及び見込みの視点

［進捗状況］

瑞浪～恵那武並：岐阜県瑞浪市土岐町から恵那市武並町（延長８．２ｋｍ）は、早期開通に向けて用地買収を推進するとともに、
改良工および橋梁上下部工を推進しています。

恵那工区 ：岐阜県恵那市武並町～恵那市長島町（延長４．３ｋｍ）は、早期開通に向けて用地買収を推進するとともに、
改良工および橋梁下部工を推進しています。

瑞浪～恵那武並 恵那工区

【用地取得率】

約３１％（平成３０年度末）

→約９３％（令和５年度末）

【事業進捗率】

約７％（平成３０年度末）

→約６１％（令和５年度末）

【用地取得率】

約０％（平成３０年度末）

→約７９％（令和５年度末）

【事業進捗率】

約１％（平成３０年度末）

→約２１％（令和５年度末）
－ ６ －

恵那テクノパーク
（工業団地）

恵那西工業団地
(R5年12月完成）
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土岐IC
瑞浪IC E19

瑞浪市

恵那市

中津川市

リニア岐阜県駅
(仮称)

恵那IC

21
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１

２

至

名
古
屋

至

長
野

起

終

瑞浪恵那道路
(暫定2車線整備)

リニア中央新幹線

瑞浪恵那道路
(完成4車線整備)

一般国道

中央自動車道

ＪＲ中央線

県道

主な工場等

凡 例 ○瑞浪～恵那武並の進捗状況

○恵那工区の進捗状況

起点付近（瑞浪市土岐町）の状況（H30年11月撮影）

地点②

起点付近（恵那市武並町）の状況（H30年10月撮影）

JR中央本線

（R6年5月撮影）

恵那市武並町

JR中央本線

至 長野

至 名古屋

恵那市武並町

至 名古屋

至 長野

至

長
野

瑞浪市土岐町

（R6年5月撮影）

至 長野

一般国道
19号

中央自動車道

地点①

瑞浪市土岐町

JR中央本線

至 名古屋 至 名古屋



■ 事業費増加の要因

４．事業費の見直しについて（瑞浪～恵那武並・恵那工区）

①要対策土の処理に伴う増額

②物価上昇による資機材及び労務単価の増加に伴う増額

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３４億円増（瑞浪～恵那武並：６６億円増 恵那工区：６８億円増）

事業費増額の要因 増額

①要対策土の処理に伴う増額

事業化以降、令和５年度までに全線で土壌溶出量試験を実施した結果、事業地内全域に
分布する瑞浪層群と濃飛流紋岩の地質において、環境基準を超える重金属等が検出され
ました。

当初計画では、事業地内で発生する土砂は全て事業地内の盛土に流用する計画でしたが、
環境基準を超える重金属等が検出された土砂については、盛土への流用にあたり封じ込
め処理を行う必要が生じました。

なお、要対策土の処理にあたっては、汚染土処理施設まで搬出する場合とコスト比較した
うえで、盛土へ封じ込め処理する方法を採用しました。

５１億円

瑞浪～恵那武並：２６億
恵那工区：２５億

②物価上昇による資機材及び労務単価の増加に伴う増額

原材料費及びエネルギーコストの世界的な高騰、またコロナ禍から世界経済の回復に伴う
需要拡大によって、前回再評価時（令和元年度）に比べて、建設資材や労務費の単価が上
昇しています。

建設資材価格では、H31.4を基準とした場合、鉄筋、鋼板等の鋼材やコンクリートの価格が
約1.4～1.6倍となっており、労務単価についても、前回評価時から1.19～1.24倍程度増加し
ています。

主に建設資材価格の上昇の影響を受け、改良、橋梁、舗装等の工事費が増加したため、
事業費の増額が必要となりました。

８３億円

瑞浪～恵那武並：４０億
恵那工区：４３億

－ ７ －



切土掘削範囲

要対策土として想定

濃飛流紋岩

４．事業費の見直しについて
① 要対策土の処理に伴う増額 ・・・ ５１億円（内訳 瑞浪～恵那武並：２６億 恵那工区：２５億）

■位置図

■地質調査結果

■処理費用

〇全線（129試料）にて土壌溶出量試験を実施
⇒瑞浪層群及び濃飛流紋岩にて、環境基準を超える重金属等が検出されることが判明

切土掘削範囲

要対策土として想定

瑞浪層群

崖錐堆積物

①切土部代表断面図（No.350断面） ②切土部代表断面図（No.634断面）

基準超過項目 溶出量 溶出量基準

フッ素 1.1 mg/l 0.8 mg/l

出典：国土交通省 国土地理院

：事業地内盛土封じ込め箇所

瑞浪～恵那武並 恵那工区

至
名
古
屋

至
長
野要対策土の発生地層

【瑞浪層群】

要対策土の発生地層
【濃飛流紋岩】①切土部代表断面

（No.350断面）

②切土部代表断面
（No.634断面）

崖錐堆積物

■事業地内盛土封じ込めイメージ（断面図）

＜瑞浪～恵那武並＞

＜恵那工区＞

増額：51億円（瑞浪～恵那武並：26億 恵那工区：25億）

瑞浪層群泥岩露頭写真 濃飛流紋岩露頭写真

基準超過項目 溶出量 溶出量基準

セレン 0.013 mg/l 0.01 mg/l

【凡例】

基準適合

基準不適合

土壌試験結果：23/77 青文字：土壌試験結果：
基準値超過数/試料数

土壌試験結果：3/21 土壌試験結果：4/31

【瑞浪層群】

• 海底で泥や砂の堆積に
より形成された海成層

• 露頭は新鮮部で青灰色、
一部表面の風化部で赤
褐色を呈する

【濃飛流紋岩】

• 火山噴出物が積み重
なってできた火山岩

• 露頭は新鮮部で灰～
暗灰色、風化部では
褐色を呈する

【凡例】

基準適合

基準不適合

処理方法 単価（万円/m3） 土量（万m3） 金額 増額

当初 盛土 0.2 8.0 1.6億円 －

変更 事業地内封じ込め処理 3.5 8.0 28.0億円 26.4億円

(参考) 汚染土壌処理施設での処理 6.4 8.0 51.2億円 －

処理方法 単価（万円/m3） 土量（万m3） 金額 増額

当初 盛土 0.2 5.4 1.1億円 －

変更 事業地内封じ込め処理 4.9 5.4 26.5億円 25.4億円

(参考) 汚染土壌処理施設での処理 6.4 5.4 34.6億円 －

事業化以降、令和５年度までに全線で土壌溶出量試験を実施した結果、事業地内全域に分布する瑞浪層群と濃飛流紋岩の地質において、環境
基準を超える重金属等が検出されました。
当初計画では、事業地内で発生する土砂は全て事業地内の盛土に流用する計画でしたが、環境基準を超える重金属等が検出された土砂につい
ては、盛土への流用にあたり封じ込め処理を行う必要が生じました。
なお、要対策土の処理にあたっては、汚染土処理施設まで搬出する場合とコスト比較したうえで、盛土へ封じ込め処理する方法を採用しました。

－ ８ －



1.00

1.05

1.10

1.15

1.20

1.25

1.30

H31.4 R2.4 R3.4 R4.4 R5.4 R6.4

普通作業員 特殊作業員 鉄筋工

交通誘導警備員B 法面工

４．事業費の見直しについて（瑞浪～恵那武並・恵那工区）
② 物価上昇による資機材及び労務単価の増加に伴う増額 ・・・ ＋８３億円（内訳 瑞浪～恵那武並：４０億 恵那工区：４３億）

原材料費及びエネルギーコストの世界的な高騰、またコロナ禍から世界経済の回復に伴う需要拡大によって、前回再評価時（令和元年度）に比

べて、建設資材や労務費の単価が上昇しています。

建設資材価格では、H31.4を基準とした場合、鉄筋、鋼板等の鋼材やコンクリートの価格が約1.4～1.6倍となっており、労務単価についても、前回

評価時から1.19～1.24倍程度増加しています。

主に建設資材価格の上昇の影響を受け、改良、橋梁、舗装等の工事費が増加したため、事業費の増額が必要となりました。

■建設資材価格の伸び率（H31.4を基準に算出） ■労務単価の伸び率（H31.4を基準に算出）（岐阜県）

1.24
交通誘導警備員B

1.19
普通作業員
1.19
鉄筋工

1.20
特殊作業員

1.42
ｺﾝｸﾘｰﾄ（24-12-25）

1.48
鋼板（SM4907B
25＜t＜38）

1.28
軽油

1.09
再生ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

1.59
鉄筋（SD345 D16）

（再生密粒度20）

交通誘導警備員Ｂ

〔全国〕 〔岐阜〕

〔多治見〕 〔恵那〕

〔岐阜〕

1.19
法面工

〔 〕：単価適用都市 － ９ －



■費用便益分析（B/C）について

◇費用便益比（B/C）＝

【事業全体】

【残事業】

※１ 便益算定に当たってのエリアは、「一般国道１９号瑞浪恵那道路」周辺の主要な幹線道路（延長約1149.8km）を対象として算出。

※２ 令和4年2月に公表された平成27年度全国道路・街路交通情勢調査ベースのR22将来ODに基づきB/Cを算出。

※３ 費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

※４ 事業区間を瑞浪恵那道路（瑞浪～恵那武並）として算出した費用便益比（B/C） 【事業全体】1.2 【残事業】2.6

事業区間を瑞浪恵那道路（恵那工区）として算出した費用便益比（B/C） 【事業全体】1.6 【残事業】2.0

【前回再評価時からの変更点】

１．将来OD表の変更（平成22年度全国道路・街路交通情勢調査→平成27年度全国道路・街路交通情勢調査）により、計画交通量が約3％減少。

２．将来道路網条件の変更（R元年度事業化済道路網→R6年度事業化済道路網）。

３．費用便益分析マニュアルの改定（H30マニュアル→R5マニュアル）により、各便益の原単価を更新、社会的割引率1％・2％のケースについて試算。

４．走行台キロの年次別伸び率の更新（Ｈ22年度全国道路・街路交通情勢調査→Ｈ27年度全国道路・街路交通情勢調査）。

５．費用便益分析の基準年次を変更（R元年度→R6年度）。

６．GDPデフレータの更新（R元年度→R6年度）。

７．瑞浪恵那道路の事業費増（約１３４億円）。

（１）３便益による事業の投資効果

走行時間短縮便益 ＋ 走行経費減少便益 ＋ 交通事故減少便益

事業費 ＋ 維持管理費 ＋ 更新費

便益（億円） 費用（億円）
Ｂ／Ｃ走行時間

短縮
走行経費

減少
交通事故

減少
計 事業費 維持管理費 更新費 計

前回評価時 685 48 8.0 742 324 72 － 396 1.9

今回評価時 701 58 8.3 768 471 70 － 540 1.4

〔参考〕社会的割引率２％ 1,221 100 14 1,336 481 124 － 605 2.2

〔参考〕社会的割引率１％ 1,671 136 20 1,827 481 172 － 653 2.8

変動要因 変動ケース Ｂ／Ｃ

交通量 ±10% 1.3～1.6

事業費 ±10% 1.4～1.5

事業期間 ±20% 1.3～1.8

変動要因 変動ケース Ｂ／Ｃ

交通量 ±10% 2.2～2.7

事業費 ±10% 2.3～2.7

事業期間 ±20% 2.2～3.0

＜感度分析結果＞

５．費用対効果分析

－ １０ －

便益（億円） 費用（億円）
Ｂ／Ｃ走行時間

短縮
走行経費

減少
交通事故

減少
計 事業費 維持管理費 更新費 計

前回評価時 685 48 8.0 742 294 72 － 366 2.0

今回評価時 701 58 8.3 768 244 70 － 313 2.5

〔参考〕社会的割引率２％ 1,221 100 14 1,336 266 124 － 390 3.4

〔参考〕社会的割引率１％ 1,671 136 20 1,827 279 172 － 451 4.1



事業中区間
延長8.2km

瑞浪恵那道路（瑞浪～恵那武並）

事業中区間
延長4.3km

瑞浪恵那道路（恵那工区）
B/C

一体評価区間
（事業全体）

○ ○ 1.4

一体評価区間
（残事業）

○ ○ 2.5

○印は「事業を実施する場合」と「事業を実施しない場合」の比較対象
※1：一体評価B/C等の算定にあたり、供用区間（直轄事業）・事業中区間・調査中区間（計画段階評価、都市計画決定が完了している区間）は将来ネットワークに含む

５．費用対効果分析
（２）一体評価区間の考え方

－ １１ －



６．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

－ １２ －

■跨道橋の設計について、構造形式の比較検討を行い、箱型函渠構造に変更することによってコスト縮減を図っております。

■また、３次元モデルを活用して施工ステップを可視化することによって、施工時のイメージの視覚化・共有化により対外説明や施工計画等の作業性

が向上し、作業時間の短縮を図っています。技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

■横断構造物の構造見直し ■３次元モデルの活用による作業性の向上、作業時間の短縮

・施工ステップを可視化して作業員へ共有することで、手順を素早く把握
・関係機関との打合せにおいても、工事内容を分かりやすく説明が可能となり、

迅速な合意形成が可能

■ コスト縮減

■瑞浪恵那道路は、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、「交通の安全性と物流の安定性の確保」や
「沿線地域における生活・産業活動の支援」など、期待される効果が大きい事業で、地域の課題に大きな変化が無いことから、現計画が最も適
切であると考えます。

■ 代替案立案等の可能性の視点

対象箇所：瑞浪４号橋（鋼単純箱桁橋） L=６６ｍ

【出典】令和４年度瑞浪恵那道路瑞浪４号橋鋼上部工事 BIM/CIM実施報告書

＜当初_予備設計＞ ＜変更_詳細設計＞

側面図

箱型函渠

至名古屋

至長野

至名古屋

至長野

跨道橋

市道名滝原線

瑞浪恵那道路名滝地区 1号本線函渠

□□
瑞浪恵那道路

□ □

市道名滝原線

瑞浪恵那道路

□ □
約34ｍ 約25ｍ

約30mのスパンを跨ぐ構造としては

標準的な「跨道橋」を採用

構造形式の比較検討を行い

経済的に優位な「箱型函渠」に変更



７．県・政令市への意見聴取結果

８．対応方針（原案）

■一般国道１９号瑞浪恵那道路の事業を継続する。

■岐阜県の意見

対応方針（原案）のとおり、事業の継続について異存ありません。

なお、今後の事業の実施にあたっては、以下の内容についてご配慮願います。

・一般国道１９号瑞浪恵那道路は、第２次岐阜県リニア中央新幹線活用戦略において、リニア岐阜県駅へのアクセス道路

として第一次整備計画道路に位置付けられており、リニア中央新幹線の開業効果を最大限波及させるために、重要な道

路となることから、引き続き早期供用に向けた事業の推進をお願いします。

・事業費については、最新技術の活用などによる徹底したコスト縮減をお願いします。
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